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北海道立工業技術センターの概要 
 

１ 北海道立工業技術センターの概要 

(1) 事業経緯等 

本施設は、昭和５９年に策定されたテクノポリス法に基づく函館地

域開発計画の中核的試験研究施設として昭和６１年に開所し、メカトロニクス、新素材、バイオテクノ

ロジー等新たな分野における研究開発を行うため整備された研究施設です。 

平成 11 年に第二試験棟を増設、水産食品加工分野に関する応用技術の研究開発等を開始し、地

域特性に根ざした試験研究を行うための機器や施設設備（会議室・研修室）の一般開放を行っていま

す。 

   

 (2) 施設概要 

      北海道立工業技術センターの管理及び運営業務の対象となる施設は、次のとおりです。 

 １  所 在 地  函館市桔梗町３７９番地 

 ２  設置目的  北海道における工業技術の高度化を促進し、北海道経済の発展を図る 

 ３  施設内容  

 （１）総面積  敷地面積 13,899.42 ㎡ 建物面積 5,102.64 ㎡ 

（２）施 設  

  管理施設 ① 土地：駐車場、芝、樹木 

② 建物：事務研究棟、試験棟、第二試験棟、渡り廊下、階段室及び試験研究に     

供する機器及び物品等を除いた下記の設備等 

③ 工作物：地下埋設中和処理施設、国旗掲揚塔、掲示板、外灯、電柱、ハンドホ

ール、電話ハンドホール 

④ 備品等：会議室、研修室、事務室（指定管理者占有分）、共用スペース等の備

品 

 (3) 位置図 
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(4) 北海道立工業技術センター全体平面図 

〇 指定管理者への供与予定スペースは事務室の 1 画で、管理者 1 名とした場合の管理者占有供与

箇所は下図①の想定です。複数名で行う場合などについては、道及び研究開発業務等を受託する

（公財） 函館地域産業振興財団と協議の上、占有箇所及び占有面積を供与します。 

〇 指定管理者業務のうち、清掃・芝管理等の業務者は下図②、ボイラー管理等の業務者は下図③を

供与します。 

〇 指定管理者の供与物品及び備品管理範囲は、研究用以外の室及び共用部分（コミュニティホール、

廊下、玄関、階段）に存在する備品（別添リスト）及び消耗品（会議室・研修室のパイプ椅子、トイレッ

トペーパー、掃除用具類等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 設備及び備品等一覧 

別紙１(2)「北海道立工業技術センター 主な設備及び備品等一覧」参照 
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２ 北海道立工業技術センター使用者数実績 

                                                                              （単位：件） 

施 設 単位 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度 R7 年度 

使用者数  件 370 348 374 347 381 

 うち減免対象  件 0 0 0 0 0 

 

内 

訳 

 

会議室  件 30 36 41 35 41 

研修室  件 3 7 3 14 16 

開放機器  件  91 157 175 154 126 

試験分析（※）  件 246 148 155 144 198 

※ 指定管理の対象外 

 

３ 北海道立工業技術センター現行使用料･手数料一覧表 

別表第１(北海道立工業技術センター条例第 12 条関係） 

区     分 条例で定める上限額 

会議室使用の場合          １時間につき            2,750 円以下 

研修室使用の場合         １時間につき            1,750 円以下 

試験、研究又は分析のための 

機器使用の場合 

１台１時間以内         56,800 円以下 
ただし、１時間を超えるときはその超える時間 

１時間につき 5,550 円以下 

別表第２(北海道立工業技術センター条例第 13 条関係）（※） 

区     分 条例で定める上限額 

試験の場合 １件につき             45,400 円以下 

分析の場合 １件につき             57,800 円以下 

成績書謄本 １通につき              590 円以下 

※ 指定管理の対象外 

 

■使用料･手数料の減免基準及び運用 

北海道立工業技術センター条例 

（減免） 

第 14 条 知事は、特別の理由があると認めたときは、使用料及び手数料を減免することができる。 

 

４ 北海道立工業技術センター使用料及び手数料収入実績 

                                                                       （単位：千円） 

区 分 R3 年度 

（実績） 

R4 年度 

（実績） 

R5 年度 

（実績） 

R6 年度 

（実績） 

R7 年度 

（実績） 

会議室等使用料 1,098 1,919 1,911 2,483 1,813 

試験分析手数料（※） 1,877 1,157 1,152 952 1,404 

※ 指定管理の対象外 
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５ 管理運営経費等の推移 

(1) 管理運営経費の推移                                                       （千円、人） 

 

 

R4 年度 

（決算） 

R5 年度 

（決算） 

R6 年度 

（決算） 

R7 年度 

（決算） 

R8 年度 

（予算） 

主な内訳 

・数量 

受益者負担 使用料金 - - - - -  

道負担 負担金 21,865 21,504 21,504 22,097 22,926  

管理運営 

経費 

人件費 4,354 2,903 2,418 2,225 4,446  

維持管理費 1,066 1,151 2,179 2,303 1,804  

 

 

光熱水費 - - - - -  

修繕費 1,066 1,151 2,179 2,303 1,804 空調機等修繕 

委託料 11,172 10,675 12,918 13,074 12,883  

その他 3,404 4,992 3,357 3,649 3,793 設備点検、事務費等 

 (2) 資産の状況                                                                   （千円） 

資産の種別 建築費・取得費 残存価格 適用（内訳等） 

土 地 無償 - 函館市からの無償貸与 

建 物 
約 13 億円 - 事務研究棟及び試験棟（昭和 61 年 10 月開所） 

約９億円 - 第二試験棟（平成 11 年 10 月開所） 

 (3) 主な修繕等の実績及び見込み 

年度 負担者 修繕箇所 金額（千円） 備  考 

R4 年度 
指定管理者 熱交換器、ボイラー配管等 1,066  

道 暖房衛生設備改修等 82,615  

R5 年度 
指定管理者 ボイラー設備、ポンプ修繕等 1,151  

道 - 0  

R6 年度 
指定管理者 消防設備、空調・ボイラー配管等 2,179  

道 - 0  

R7 年度 
指定管理者 空調機、ボイラー配管等 2,303  

道 空調設備改修、排水処理設備改修 7,040  

R8 年度 
(予算) 

指定管理者 空調機、ボイラー等 1,804  

道 空調設備改修 87,521  

６ 実施事業の概要 

(1) 指定管理業務 

ア 施設の維持管理：建物修繕、ボイラー検査、電気保安管理、警備、ボイラー管理、清掃、芝生管理、 

自動扉保守点検、除雪、空気清浄等 

イ 有料施設（会議室、研修室及び研究開発機器）の使用（開放）承認、受付・案内業務 

(2) 補助事業 

・ 研究開発事業：地域企業の技術の高度化、新製品の起業化並びに地域のニーズに即応した先端 

技術分野における応用技術等の研究開発事業 

(3) 委託事業 

・ 試験分析事業：企業から依頼を受けて行う試験分析業務      

 

７ 北海道財務規則等に基づく使用許可等の状況（※） 
 〔使用許可〕北海道財務規則第 205 条の 17 

使用許可の目的 数量 許可使用料 許可期間 許可の相手先 

財団事業実施のための

事務室等 
113.01 ㎡ 326,307 円 ～R9.3.31 （公財）函館地域産業振興財団 

北海道知的財産情報セン

ターサテライト事業用テレ

ビ会議システム設置 
 4.69 ㎡ 93,898 円 ～R9.3.31 （一社）北海道発明協会 

※ 指定管理の対象外 


